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南極アイスコア等による古環境復元〜２０１７年度の活動〜

Paleoenvironmental reconstruction using Antarctic ice cores: FY2017

activities
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　新学術の計画研究「南極氷床と気候の変動および相互作用」では、その目的の一部として、ドームふじや沿

岸で掘削されたアイスコア、海底コアデータの解析から、南極及び全球の環境変動を復元する。特に、モデル

の入力データとなる大気中CO2や、温度復元のための水同位体や希ガス、放射強制力や物質循環に関わるエア

ロゾル、気候不安定性理解のためのメタン濃度を復元し、年代精度を高めたうえでのモデルや海底コアとの比

較、海氷変動復元のためのプロセス研究などを推進する。本発表では、本プロジェクトに関する2017年度の

主な研究・観測活動について報告する。
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